
○令和６年千葉県内の高圧ガス事故の発生状況について(令和６年１月末現在) 

・令和６年１月は、高圧ガスの災害事故が５件発生しました。 
・各事業所におかれましては、引き続き、腐食管理や経年劣化など設備の  

維持管理の徹底を図り、事故の未然防止に努めるようお願いします。 
 

千葉県内の高圧ガス事故(令和６年１月末現在：速報値) 

 年 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

災 

害 

事 

故 

製
造
事
業
所 

冷 凍 7  10(3) 14(3) 12(2) 5(2) 8  0  

コンビナート 17  13  20  25  28  20  5  

ＬＰガス 2  1(1) 1   1(1) 0  0  0  

一 般 11  10(2) 6(2) 5(2) 5(1) 1(1) 0  

計 37  34(6) 41(5) 43(5) 38(3) 29(1) 5  

移 動 1(1) 0  0  2  0  0  0  

消 費 2  1  1  1  1  1(1) 0  

その他 2  0  2  3(2) 4(1) 10  0  

災害事故合計 42(1) 35(6) 44(5) 49(7) 43(4) 40(2)  5  

喪失・盗難 2  0  0  0 2(1) 1(1) 0  

件数合計 44(1) 35(6) 44(5) 49(7) 45(5) 41(3) 5  

死 者 数 0  0  0  0  0  0  0  

負傷者数 1   12  3  2  0  0  0  

人的被害合計 1  12  3  2  0  0  0  

   ※1（ ）内は平成 30 年 4月 1日以降に千葉市が所管する件数をその内数で示す。 

  ※2 平成 30 年 4 月以降の LP ｶﾞｽ法に係る容器の喪失・盗難は LP ｶﾞｽ事故で扱う。 
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令和６年 月別災害事故発生件数 (令和６年１月末時点)



日付
発生場所
区分（規則）

事故の現象
人的被害状
況

設備名
（ガス種）

事故原因 事故概要
規
模

1

1/7
市原市
製造事業所
（コンビ則）

噴出・漏えい

なし

配管
（炭化水素）

調査中

　運転中のパトロール時に元弁下流配管の保温隙間部から漏洩を確認した
ため、直ちに元弁を閉止した。
　定期整備の気密試験後に系内の窒素雰囲気を保つため、圧力監視用と
して当該元弁を微開にし、下流にマノメーターを設置した。監視終了後に元
弁を閉にせず微開のまま運転し、開孔箇所より漏洩に至った。

Ｃ２

2

1/16
市原市
製造事業所
（コンビ則）

噴出・漏えい

なし

配管
（水素）

腐食管理
不良

　運転停止中のパトロールにて出口配管より微量の油（ハイドロカーボンに
水素が溶解した液）の滲み漏れを覚知した。直ちに当該機器ブロック間で
脱圧・脱液を実施した。その後、油滲み部分の保温を解体したところ、水平
部に部分的な外面腐食を確認した。

Ｃ２

3

1/20
市原市
製造事業所
（コンビ則）

噴出・漏えい

なし

ポンプ
（六フッ化プロピ

レン）
調査中

　ポンプから反応器へのフィードが乱れたため、運転員が見回りにて実機を
確認したところ、ブリーザー弁に霜が発生しているのを発見し、直ちにポン
プを停止した。
　ポンプのダイヤフラムが破損し、その部分から微量に漏洩した六フッ化プ
ロピレンがブリーザー弁を冷やし、霜を発生させたと推測される。

Ｃ２

4

1/29
市原市
製造事業所
（コンビ則）

噴出・漏えい

なし

配管
（液化石油ガス）

調査中

　巡回点検中にLPGの臭気及び異音がしているのを発見した。直ちにガス
検知器で漏洩箇所を特定し、縁切り・脱圧し、漏洩は停止した。
　当該配管は滞留部となっており、水平部の下部にスケールや水分が堆積
し、その下で腐食が進んだものと推定する。

Ｃ２

5

1/29
千葉市
製造事業所
（コンビ則）

その他（外部
衝撃による
破損）

なし

配管、継手、弁
（プロパン）

誤操作、
誤判断

　プロパンの積み込みが終わり、ローリーの運転士が出荷作業が完了したと
思い込みローリーを出構させた。その際に異音に気付き車両を停止した。
現場を確認するとローディングアームが接続された状態で車両を移動させ
たことで出荷関係の配管等が損傷した。発災後に発泡液により気密試験を
実施したところ、漏洩は確認されなかった。
　ローリー運転士がローディングアームの切り離し作業を実施せずにロー
リーを移動させたことが原因である。

Ｃ２

※１

※２

災害事故件数：５件（うち千葉市管内０件）（令和６年１月末現在）

令和６年の県内の高圧ガス災害事故発生状況（速報）

Ｂ１級事故は、Ｂ級事故からＢ２級事故を除いたもの。Ｂ２級事故は、同一事業所において、Ａ級事故、Ｂ級事故又はＣ１級事故が発生した日から１
年を経過しない間に発生したＣ１級事故（高圧ガスに係る事故に限る。）

Ｃ１級事故は、Ｃ級事故のうち人的被害がある事故、爆発、火災、破裂・破損が発生した事故、毒ガスが漏えいした事故、反応暴走に起因する事
故、多量漏えいが発生した事故。Ｃ２級事故は、Ｃ級事故からＣ1級事故を除いたもの

【事故規模】全５件中・・・(A1級)０件、(A2級)０件、(B1級)０件、(B2級)０件、(C1級)０件、(C2級)５件


